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1．準備作業・部材の搬入 

【準備作業】 

No. 作業内容 留意事項 

1 足場に係わる施工計画の確認 

・事前調査 

・足場計画 

・機材管理計画 

・作業計画 

・機械計画 

・仮設備計画 

・安全衛生管理計画 

・工程表 

・元方事業者の担当職員と十分な打合せを行う。 

・現場と足場計画を照合し、足場のイメージを確認する。 

・クレーンの運転者と合図の方法を確認する。 

・他の職種にも計画の概要を知らせる。 

・立入禁止区域を設定する。 

2 作業主任者等の有資格者確認 ・資格を必要とする作業に従事する者に対し、免許証、技能講習

終了証等を確認する。 

・作業主任者、作業指揮者を選任し、作業を直接指揮させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 安全ミーティングの実施 ・新規入場者を確認する。 

・作業員の健康状態を確認する。 

・作業場所、作業内容、役割分担、作業手順、作業のポイントを

確認する。 

・安全指示事項を全員に周知する。 

・危険予知活動を実施する。 

・緊急時の措置、連絡体制を確認する。 

4 機械・工具の点検 ・持込み機械等使用届及び持込み時点検記録表を元方事業者に提

出する。 

・点検表に基づいて点検し、不良品を取り除く。 

・（玉掛け作業がある場合、）玉掛け用具の始業前点検を行う。 

5 保護具の点検 ・保護帽、安全帯は、構造規格に適合し、その廃棄基準に達して

いないことを確認する。 

・正しい服装、保護具の着用を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 救急用具の確認 ・救急用具の備え付けを確認し、不足品は補充する。 

・緊急連絡表を確認する。 
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1．準備作業・部材の搬入 
【準備作業】 

No. 作業内容 留意事項 

7 作業区域内立入禁止措置の実施 ・防護柵、ロープ、カラーコーン等で囲い、立入禁止標識を設置

する。 

・必要に応じて監視員を配置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【部材の搬入】 

No. 作業内容 留意事項 

1 荷おろし ・移動式クレーンを用いる場合、設置状況（地盤、アウトリガー

の張出し等）を確認する。 

・フックの外れ止め、巻過防止装置を確認する。 

・つり荷の重量、重心を確認する。 

・正しい玉掛けと明確な合図を行う。 

・荷おろし場所を指定し、敷物を配置する。 

2 部材の確認 ・作業主任者が部材を点検し、不良品を取り除く。 

・必要部材の有無と、部材数量の過不足を確認する。 

3 小運搬 ・安全な通路を確保する。 

・足元を確認しながら運搬する。 

・小物は布袋等に入れて運ぶ。 
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２．足場の点検等に関する留意事項 

【点検等の実施】 

No. 作業内容 留意事項 

1 足場の組立て等の作業の監視 

（足場の解体作業も含む） 

・「手すり先行工法等に関するガイドライン」について、十分な知

識を有する「足場の組立て等作業主任者」に直接指揮させる。 

・安衛則第 566 条（足場の組立て等作業主任者の職務）に規定さ

れている作業の進行状況等を監視させる。 

・手すり先行工法の機材等の使用状況を監視させる。 

2 足場の組立て等の作業後の点検 ・当該足場の点検について、十分な知識・経験を有する者に点検

させる。 

・安衛則第 567 条（点検）第 2項に規定されている点検の実施。 

・「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に示す墜落防止措

置の機材及び物体の落下防止措置の機材の設置状況を確認し、

異常があれば直ちに補修する。 

・点検者の職氏名を記入できるようにした足場の種類、機材別の

点検表を用いる。 

・点検結果は、補修の有無に関係なく記録し、保存しておく。 

3 作業開始前点検 ・その日の作業を開始する前に、作業を行う箇所に設けた手すり、

中さん、幅木等の設備の取りはずし及び脱落の有無について点

検し、異常があった場合は直ちに補修する。 

・作業開始前点検は、当該足場を使用する職種が代わるごとに実

施する。 

・点検の実施にあたっては、その都度、職長等当該足場を使用す

る労働者の責任者の中から点検者を指名する。 

 
【点検等の実施体制】 

No. 作業内容 留意事項 

1 点検者の指名 ・足場の組立て等作業主任者、元方安全衛生管理者等であって、

足場の組立て等作業主任者能力向上教育、施工管理者等のため

の足場点検実務者研修、厚生労働大臣が定める足場の工事の計

画作成参画者研修、全国仮設安全事業協同組合の仮設安全監理

者資格取得講習を受講している等十分な知識、経験を有する者

の中から事業者が指名する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 点検表の作成 ・使用する足場の種類、機材によって、個々に固定方法等の構造

が異なるため、足場の種類、機材等に応じた点検表を作成し使

用する。 

・点検表には、後からその内容を確認することができるよう、点

検実施者の職氏名を記入できるようにしておく。 

3 点検・補修結果等の記録及び保存 ・点検の結果及び補修したときの内容等を後から確認できるよう

に、その内容等について点検表に記録する。 

・点検結果等の記録は、足場を使用する作業を行う仕事が終了す

るまでの間、保存しなければならない。 
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仮設工事施工安全管理検査 

点検表 
 

検 査 日 時 : 平成  年  月  日(  ) ａｍ/ｐｍ  ：  ～  ：   

元 方 事 業 者 名 :    収受者印 

作 業 所 ／ 現 場 名 :     

検 査 工 区 :     

仮設安全監理者名 :                   印    

 

専用足場 

仮設機材名：Ｉｑ（アイキュー）ＳＹＳＴＥＭ            メーカー名： 光洋機械産業株式会社 ホリー株式会社 

分類 点検項目  点 検 内 容 判 定 備考 

基礎 基礎の状態 1 地盤面は安定した状態にあるか（目視による） 良 否  

敷板、敷角 2 地面上に建てる場合、敷板、敷角を使用しているか 良 否  

基礎との 

固定状態 

ジャッキベース 3 ベースは敷板、敷角に正しく固定されているか 良 否  

4 ジャッキベースのレベルは正しいか 良 否  

支柱とジャ

ッキベース 

ジャッキベース 5 支柱は正しくジャッキベースに差し込まれているか 良 否  

6 ジャッキハンドルと支柱下端の間に遊びはないか 良 否  

滑動防止 根がらみ 7 敷板にジャッキベースを釘止めしない場合： 

根がらみは直角２方向に取り付けられているか 

良 否  

8 敷板にジャッキベースを釘止めする場合： 

敷板と直角方向に根がらみが設けられているか 

良 否  

支柱の間隔 支柱 9 支柱の間隔は指定通りか 良 否  

支柱の接続 抜け止め処置 10 支柱のロックピンが確実にロックされているか 良 否  

布材等 地上第一の布 11 地上第一の布は２ｍ以下になっているか 良 否  

設置位置 12 布材等の設置位置は指定通りか 良 否  

先行手すり 設置位置 13 設置位置は指定通りか 良 否  

設置方法 14 取付部は正しく固定されているか 良 否  

緊結部 くさび 15 くさびは正しく打ち込まれているか 良 否  

16 くさびの緩みはないか 良 否  

作業床 床付き布わく 17 指定通りの幅の床付き布わくが設置されているか 良 否  

18 つかみ金具の外れ止めはロックされているか 良 否  

19 床材間の隙間は 3cm 以下か 良 否  

手すり 手すり、中さん 20 手すり及び中さんが設けられているか 良 否  

落下防止 幅木等 21 幅木(10cm 以上)、メッシュシート、防網又はこれらと同等以上の

機能を有する設備を設置しているか 

良 否  

水平拘束 壁つなぎ 22 壁つなぎは指定通りの間隔で設置されているか 良 否  

昇降設備 階段等 23 安全に昇降できる昇降設備が設けられているか 良 否  

24 昇降階段、階段開口部には手すり及び中さんが設置されているか 良 否  

25 踊り場は 2層以下毎に設置されているか 良 否  

開口部 梁枠等 26 梁枠を用いた開口の高さは３層以下か 良 否  

27 梁枠を支持する支柱から外方に１スパン以上設置されているか 良 否  

28 梁枠の両端支持部の支柱には壁つなぎが設けられているか 良 否  

29 梁枠間の水平面に床付き布わくを設け水平構を形成しているか 良 否  

安全設備 墜転落防護工 30 開口部等の墜転落のおそれのある場所に手すりや安全ネット等

が設置されているか 

良 否  

外観検査 支柱 31 支柱は垂直に組み上がっているか 良 否  

不良部材 32 著しい変形や破損のある不良部材を使用していないか 良 否  

最終確認 組立図 33 部材の組み忘れはないか 良 否  

34 組立図通りに部材の配置、取付が行われているか 良 否  

 注意）この点検は、今後の安全を保証するものではありません。 

①仮設安全監理者控 
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３．組立基準 

(１) 組立においては指定の部材を使用し、その使用部材を指定された方法で結合するものとする。 

(２) 基礎は十分な支持力を有するものとする。地盤の状況に応じて敷板または敷盤等を用いる。 

(３) 支柱の間隔は、桁方向 1829mm 以下、梁間方向 1219mm 以下とする。 

(４) 支柱の継ぎ足しは、ほぞに支柱を差込み、ジョイント部はロックピンにより抜け止めを確実に行うこと。 

(５) 支柱の最下端にはジャッキベース(認定基準名称：ジャッキ型ベース金具)を使用し、各支柱のレベルを揃

えること。組立直後及び使用中はジャッキベースのハンドルに遊びが無いよう確認するものとする。 

(６) 最下端の支柱には原則として下部支柱 IQA- A を使用するものとする。 

最下端の支柱の下部には根がらみを桁行方向、梁間方向それぞれに設ける。 

但し、ジャッキベースを敷板に釘止めする場合は敷板方向の根がらみを省略することができる。 

(７) 地上第一の布として、床付き布わく(鋼製布板)または手すり IQC- を 2ｍ以下の位置に設けること。 

(８) 足場の前踏み構面には、手すり及び中さんとして手すり IQC- を設けること。 

(９) 足場の後踏み構面には先行手すりを全層全スパンに設けること。 

但し、梁枠の直上１層については、先行手すりを設けないとすることができる。 

また、スパン調整部等、やむを得ず先行手すりの取付ができないスパンについては、2スパン以上連続させ

ないこと。 

先行手すりを安全帯取付設備として使用する場合は次によるものとする。 

①安全帯のフックは、先行手すりの手すり(水平材)に取付け、１スパンに１人の使用とすること。 

②作業床から地面、または衝突の恐れのある機械設備等（以下、「地面等」という。）までの垂直距離が

3.9ｍ以下の場合は、落下時にランヤードの繰出しがロックされる機能をもった安全帯を使用する等、

地面等との衝突について安全性を確認した上で使用すること。 

(10) 作業床の床材は床付き布わく(鋼製布板)を使用し、垂直間隔 1.9ｍ以下の各スパンにわたって連続に取り

付ける。 

床付き布わく(鋼製布板)は梁間方向の布材に架け渡して取り付け、つかみ金具は確実にロックする。 

(11) 壁つなぎは、壁つなぎ金具を用い、垂直方向 2層(3.8ｍ)以下、水平方向 3 スパン(5.5ｍ)以下の間隔で設

ける。 

壁つなぎの建物側への取付は堅固な箇所とし、足場側への取付は支柱と腕木の交点付近とする。 

また、足場にシート等を張る場合は別途、風荷重の計算を行い、壁つなぎを密に設ける等、その安全性を

確認すること。 

(12) 足場の組立高さは原則として 31ｍ以下とする。 

(13) 梁枠 IQG- を用いて足場構面に開口部を設ける場合は、次によること。 

①梁枠は前踏みと後踏みの位置に 2 枚使用する。 

②梁枠を用いた開口の高さは 3層以下とする。 

③梁枠を支持する支柱から外方に 1 スパン以上設ける。 

④梁枠を取り付けた支柱の両端支持部には壁つなぎを設ける。 

⑤1枚の梁枠間の水平面には床付き布わく(鋼製布板)を設け水平構を形成する。 

⑥梁枠により開口を設ける場合の足場の組立高さは次表による。 

開口の幅 梁枠上の足場の組立高さ 梁枠を取り付ける支柱の組立高さ 

１.５スパン・２スパン ９層＋手すり高（約１８ｍ） １１層＋手すり高（約２２ｍ） 

３スパン ６層＋手すり高（約１２ｍ） ８層＋手すり高（約１６ｍ） 

これ以上の高さの組立を行う場合は別途、梁枠及び支柱の強度の検討を行いその安全性を確認するこ

と。 

また、梁枠の直上には支柱 IQA-2850 または IQA-950 を用い、ジョイント部が手すりの位置となるように組

立を行うこと。 

(14) 足場には昇降階段を設けるとともに、2 層以下ごとに踊り場を設ける。 

昇降階段、階段開口部には手すり及び中さんを設ける。 

(15) 墜落防止措置として、桁行方向後踏み側には先行手すりを、桁行方向前踏み側及び妻側には、手すり及び

中さんとして布材を設け、労働安全衛生規則に従うこと。 

(16) 物体の落下防止措置として、高さ 10ｃｍ以上の幅木、メッシュシート等を設け、労働安全衛生規則に従う

こと。 
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４．組立手順 

【１層目の組立】 

No. 作業内容 作業上の留意事項 

1 足場の基礎 

①必要に応じ地盤に砕石を敷き、転 

 圧（地盤がコンクリート面又は固 

い地面では不要) 

②敷板の配置（地盤がコンクリート 

面では不要） 

 

・地盤面をできるだけ平坦にする。 

 

 

・接地面に隙間がないようにする。 

2 ジャッキベースの配置 

 

 

・支柱の最下端にはジャッキベースを用いる。 

・ジャッキベースは所定の高さで、建物等との間隔を見ながら配

置する。 

3 支柱の取付 ・最下端の支柱には原則として下部支柱 IQA-2750A を用い、作業

床設置位置より支柱フランジが２段(950mm)突出した状態にな

るように支柱の建て込みを行う。 

・建物等との間隔を計りながら取り付ける。 

・支柱の倒れ止め措置（仮受け、補助員等）をとる。 

4 根がらみの取付 ・最下端の支柱の下部に根がらみを桁行方向、梁間方向それぞれ

に設ける。 

・根がらみのくさびは仮固定しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

5 脚部の固定 

①建物等との間隔、通りの確認 

②ジャッキベースの固定 

 

③水平を確認 

④根がらみによる固定 

 

・支柱の追い出し寸法を含めた計画寸法を確認する。 

・敷板には２ヶ所以上釘止めする。 

・足場の梁間方向と桁行方向が直角であることを確認する。 

・レベルで確認しながらジャッキベースの高さを調整する。 

・仮固定の根がらみのくさびを打ち込み、確実に支柱に緊結する。 

6 手すりの取付（前踏側） ・根がらみ設置位置より２段上の支柱フランジに手すりを取り付

ける。 

・手すりの両端をくさびで緊結する。 

7 先行手すりの取付（後踏側） ・根がらみ設置位置より３段上の支柱フランジに先行手すりの上

部金具を取り付ける。 

・斜材の下部金具をくさびで緊結する。 

・全スパンにわたって所定の位置に取り付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上部金具の取付は、斜材をできるだけ立てた 

状態で支柱フランジに差し込む。 



- 7 - 

４．組立手順 

【１層目の組立】 

No. 作業内容 作業上の留意事項 

8 腕木の取付 ・作業床設置位置の先行手すり上部金具の１段上の支柱フランジ

に腕木を取り付ける。 

・腕木の両端をくさびで緊結する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 ２層目の先行手すりの取付（後踏側） ・作業床設置位置より２段上の支柱フランジに先行手すりの上部

金具を取り付ける。 

・斜材の下部金具をくさびで緊結する。 

・全スパンにわたって所定の位置に取り付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 床付き布わく(鋼製布板)の取付 ・支柱と隙間なく全スパンにわたって取り付ける。 

・つかみ金具の外れ止めを確実にロックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 階段枠の取付 ・つかみ金具の外れ止めを確実にロックする。 

12 階段の手すり及び中さんの取付 ・階段には階段手すり及び中さんを取り付ける。 
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４．組立手順 

【２層目以降の組立】 

No. 作業内容 作業上の留意事項 

1 前踏側の手すり及び中さんの取付 

 

・作業床設置位置より２段上の支柱フランジに手すり及びその１

段下に中さんをくさびで緊結する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 妻側の手すり及び中さんの取付 ・前踏側と同様に手すり及び中さんを所定の位置にくさびで緊結

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 開口部、コーナー部等の手すり及び中

さんの取付 

・コーナー、調整部に生じた開口部にも手すり及び中さんを取り

付ける。 

・階段開口部用手すりわくは、つかみ金具の外れ止めを確実にロ

ックする。 

4 落下物防止機材(幅木又はメッシュシ

ート等)の取付 

・幅木は床付き布わく(鋼製布板)と隙間なく支柱等に取り付け

る。 

・メッシュシートはたるみなく全てのはとめを支柱、布材等に

緊結する。 

5 上部支柱の取付 ・支柱のジョイント部はロックピンにより確実にロックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

支柱ジョイント部 

【ロック状態】 
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４．組立手順 

【２層目以降の組立】 

No. 作業内容 作業上の留意事項 

6 腕木の取付 ・作業床設置位置に腕木を取り付ける。 

・腕木の両端をくさびで緊結する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 上層の先行手すりの取付 ・作業床設置位置より２段上の支柱フランジに先行手すりの上部

金具を取り付ける。 

・斜材の下部金具をくさびで緊結する。 

・後踏側の全スパンにわたって所定の位置に取り付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 床付き布わく(鋼製布板)の取付 ・支柱と隙間なく全スパンにわたって取り付ける。 

・つかみ金具の外れ止めをロックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 階段枠の取付 ・つかみ金具の外れ止めを確実にロックする。 

10 階段の手すり及び中さんの取付 ・階段には階段手すり及び中さんを取り付ける。 

  

先行手すりを手渡しで荷上げする

際は、折り畳んだ先行手すりが不

意に開かないように水平材と２本

の斜材が重なった部分を持つこ

と。 
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４．組立手順 

【２層目以降の組立】 

No. 作業内容 作業上の留意事項 

11 壁つなぎの取付 ・壁つなぎは壁つなぎ用金具を用いる。 

・壁つなぎは所定の位置に取り付ける。 

・壁面に可能な限り直角に取り付ける。 

・後付けアンカーの場合は必要な引抜強度を確保する。 

12 前踏側の手すり及び中さんの取付 

 

・作業床設置位置より２段上の支柱フランジに手すり及びその１

段下に中さんをくさびで緊結する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 妻側の手すり及び中さんの取付 ・前踏側と同様に手すり及び中さんを所定の位置にくさびで緊結

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 開口部、コーナー部等の手すり及び中

さんの取付 

・コーナー、調整部に生じた開口部にも手すり及び中さんを取り

付ける。 

・階段開口部用手すりわくは、つかみ金具の外れ止めを確実にロ

ックする。 

15 落下物防止機材(幅木又はメッシュシ

ート等)の取付 

・幅木は床付き布わくと隙間なく支柱等に取り付ける。 

・メッシュシートはたるみなく全てのはとめを支柱、布材等に

緊結する。 

16 以降、No.5～No.15 の繰返し  

   

※部材の荷上げを手渡しで行う際は、各層に作業員を配置してください。 
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５．解体手順 

【解 体】 

No. 作業内容 作業上の留意事項 

1 落下物防止機材(幅木又はメッシュシ

ート等)の取外し 

・あらかじめ定めた手順で取り外す。 

2 壁つなぎの盛替え、取外し ・所定の位置に盛替える。 

・足場が不安定になるような場合は仮控えを取る。 

3 開口部、コーナー部等の手すり及び中

さんの取外し 

・コーナー、調整部の手すり及び中さんを取り外す。 

・階段開口部用手すりわくは、つかみ金具の外れ止めを解除して

から取り外す。 

4 妻側の手すり及び中さんの取外し ・手すり及び中さんは両端のくさびを緩めて取り外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 前踏側の手すり及び中さんの取外し 

 

・手すり及び中さんは両端のくさびを緩めて取り外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 階段の手すり及び中さんの取外し ・下層の階段の手すり及び中さんを取り外す。 

7 階段枠の取外し ・つかみ金具の外れ止めを解除してから取り外す。 

8 床付き布わく(鋼製布板)の取外し ・つかみ金具の外れ止めを解除してから取り外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

※部材の荷降ろしを手渡しで行う際は、各層に作業員を配置してください。 
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５．解体手順 

【解 体】 

No. 作業内容 作業上の留意事項 

9 先行手すりの取外し ・斜材の下部金具のくさびを緩めて片側ずつ取り外す。 

・先行手すりの上部金具を支柱フランジから片側ずつ取り外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 腕木の取外し ・腕木の両端のくさびを緩めて取り外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 上部支柱の取外し 

（支柱接合部がある層の場合） 

・支柱はジョイントのロックを解除してから取り外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 以降 No.1～No.11 の繰返し  

 

 

支柱ジョイント部 

【ロック解除状態】 

先行手すりを手渡しで荷降ろしす

る際は、折り畳んだ先行手すりが

不意に開かないように水平材と２

本の斜材が重なった部分を持つこ

と。 


